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星野リゾート　トマム（北海道・勇払郡占冠村） 

天使のささやきの日に「氷のコンサート」を開催 
氷の街「アイスヴィレッジ」で楽しむ氷の楽器でのコンサート 

開催日：2018年2月17日 

氷の世界での、氷の楽器で奏でるコンサート 
　氷の街「アイスヴィレッジ」では、氷点下30度に達することもあるトマムならではの体験を提案して 
おり、毎年2月17日の「天使のささやきの日」には「氷のコンサート」を開催しています。この日は、199
4年に制定された記念日で、「天使のささやき」とは、空気中の水蒸気が凍ってできるダイヤモンドダスト
の美しさにちなみ、名付けられました。ダイヤモンド 
ダストは一般的に氷点下10度以下で風が弱く、太陽が 
出ている等の気象条件が揃ったときに観測できると言 
われています。トマムが最も冷え込む1、2月の気候を 
楽しんでいただきたい、という想いで氷のコンサート 
を3年前より始めました。トマムの寒さが作り出す凛と 
張りつめる氷の世界で、氷の楽器でのコンサートを楽 
しめます。 

　北海道最大級の滞在型スノーリゾート「星野リゾート　トマム」は、氷の街「アイスヴィレッジ」で2018年2
月17日に「氷のコンサート」を開催します。今回で3回目となる当イベントは、アイスヴィレッジにある「氷の
教会」内で、氷で作られた5種類の楽器で演奏する一日限りのコンサートです。氷に包まれた神秘的な空間で、
氷の楽器で奏でる音楽を鑑賞できます。 

 

3つの特徴 
1　氷に囲まれた空間 
　継ぎ目のない一枚の氷でできた「氷の教会」で、コン
サートを行います。天井も壁も全て氷で造られた、ドー
ム状の造りです。氷に囲まれた空間で、幻想的な雰囲気
を演出します。 
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2　氷で作られた楽器での演奏 
　当コンサートでは、本物の氷で作られた5種類の楽器

を使用します。ウィンドチャイムや木琴などの打楽器を
イメージして、氷をナイフやミノで削って作られるのが
特徴です。氷で作られたこの楽器は、温度変化に左右さ
れやすいためコンサートに合わせて音を調整され、一夜
限りで美しい音を奏でます。氷の楽器は奏でられる繊細
な音色だけではなく、その透き通った見た目も美しく、
目でも楽しむことができます。 
 

■料金：無料　*日帰りの方はアイスヴィレッジ入場料別途必要 
■予約：不要　　　　　　　 
■対象：宿泊者、日帰りどちらも可能　 

概要 
 

■開催日：2018年2月17日 
■時間：第一回19:00〜、第二回20:00〜　各15分 
■場所：アイスヴィレッジ内 氷の教会 
■定員：各50名　先着順　　　　　 

星野リゾート　トマム　／　星野リゾート　リゾナーレトマム 
北海道のほぼ中心に位置する滞在型リゾートです。「ザ・タワー」「リゾナーレトマム」
の2つのホテルを中心に、四季を通して北海道を体感できるアクティビティが楽しめます。 
住所　　：〒079-2204　北海道勇払郡占冠村字中トマム 
電話　　：0167-58-1111 （星野リゾート　トマム 代表電話） 
アクセス：新千歳空港より車で約100分、JRで約90分（南千歳駅乗換） 
客室数　：735室（ザ・タワー535室、リゾナーレトマム200室）　 
　　　　 チェックイン：15:00～/チェックアウト：～11:00 
宿泊料金：1泊朝食付 2名1室利用時 1名あたり　ザ・タワー8,800円〜、 
　　　　　リゾナーレトマム18,200円〜（いずれも税・サ込） 
 URL　 ：http://www.snowtomamu.jp 

演奏を⾏う「TERJE ISUNGSET�
（テリエ イースングセット）」は、世界各地で演奏し
ているノルウェー出⾝のパーカッショニスト。�

■Ice horn �
-アイスホーン-�

■Ice cymbal �
-アイスシンバル-�
⾜元でならすシンバル。�
シャンシャンという⾳が�
全体を盛り上げます。�

■Ice bass drum�
-アイスバスドラム-�

■Iceofon -アイスオフォン-（右写真）�
中⼼にある、氷琴。⼿で叩いて演奏する姿は
キューバの太⿎「ボンゴ」の様。�

■Ice percussion-アイスパーカッション-�
アイスベースピラーという、ぶら下がった氷の
琴のような楽器など⼀体を指します。氷同⼠が
揺れて奏でるカランカランという⾳が特徴的。�

息を吹き込んで奏でる「管楽器」で
す。まるでホルンとトランペットの
様な計上で、⾼い⾳から低い⾳まで、
⻑く響き渡ります。�

右⼿で氷を叩いて
独特の響きを奏で
ます。左⼿に持っ
ているのは氷の棒。
棒の下でゴリゴリ
とまるで氷を削る
かのような⾳が奏
でられます�

「氷のコンサート」本番に向けた制作過程（全て「氷の教会」内、撮影：2016年2⽉17⽇）�

氷の楽器の配置、⾳の響き⽅などにつ
いて、テリエさんと⾳響担当スタッフ
が打合せをしている様⼦。�

氷の楽器の定位置を丁寧に�
確認している、演奏アシスタント
のフリダイサンセットさん。	

氷の楽器を制作するのに⽋か
せない道具。氷を削る氷専⽤
のナイフとノミ。	

アイスホーンの管部分になる�
氷を⾃ら切り込むテリエさん�
ご本⼈。�

アイスホーンの最終仕上げの様⼦。�
ひとつの楽器制作におおよそ10時間
ほどかかります。	

当⽇は、札幌や東京、関⻄など�
全国各地から約200名のお客様で
賑わいました。	

楽器の一例 
 

「アイスウィンドチャイム」 
　ウィンドチャイムという長さの異なる金属棒をつり下げて並べ
た楽器をイメージして氷で制作します。氷の長さを変えることに
より、音程を変化させることができます。全て氷で作られており、
氷同士がぶつかり響き合う、透き通るような音色が特徴です。 
 
 

「アイスウォッシュボード」 
　ウォッシュボードという、洗濯板のように凹凸のある板を叩い
たり、こすったりして音を出す楽器をイメージして制作します。
氷の正面に凹凸をつけ、氷の棒でこするようにして音を出します。 
 
 

「アイスザイロフォン」 
　木琴（ザイロフォン）をイメージして氷で作られた楽器です。
鍵盤部分の氷の長さを調整することにより、木琴のような音階が
ある楽器になります。氷の棒を使用して氷の鍵盤をたたき、音を
出します。 
 

 

＊氷の楽器の制作風景です。音を細かく調節するために、 
ナイフやノミで氷を削ります。 

演奏曲の一例 
「Amazing Grace（アメイジング・グレイス）」 
　イギリスの牧師が作曲した結婚式でもよく使用される賛美歌で、
氷の楽器の響きで歌声が引き立ちます。コンサートが行われる氷
の教会では、実際に冬の間に挙式も行われており、神聖な氷の世
界にふさわしい一曲です。 
 

アイスザイロフォン 

アイスザイロフォンを演奏する様子 

氷の街「アイスヴィレッジ」とは 
　トマムの冬に現れる、3.2ヘクタールの面積に12棟の氷に囲まれたドームが並ぶ氷の街です。この氷の街
では、寒さや雪、氷をテーマとした体験ができます。 

本リリースに関する報道関係からのお問合せ先 
星野リゾート　トマム 広報　TEL：0167-58-1013　FAX：0167-58-1012　 


